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に，国家賠償法 2条 1項又は同法 1条 1項に基づき，また，上記水路に隣接す
る土地を占有し，上記側溝の一方の側壁を構成する同土地の土盛部分を設置又
は保存する被告コンビニエンスストアに対し，主位的に民法 717 条 1 項に基づ
き，予備的に同法 709 条に基づき，原告Ｘ１，Ⅹ 2及びＸ３につき損害金及び
これに対する不法行為の日である平成 24 年 3 月 31 日から支払済みまで民法予
定の年 5分の割合による遅延損害金の連帯支払いを求めた事案である。
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　事故態様　亡Ａは，本件事故の前日である平成 24 年 3 月 30 日夜，富山駅前
の飲食店で行われた勤務先の送別会に出席した後，富山市総曲輪にある飲食店
































































































































































































もってコンビニエンスストア開設時の都市計画法（昭和 43 年 6 月 15 日法律第

























石事件・最一昭和 45 年 8 月 20 日（判時 600 号 71 頁）及び最三昭和 52 年 7 月










































































































　他方，福岡高判平成 19 年 3 月 20 日（判例時報 1986 号 58 頁）のように，賃
貸アパートの 2階の窓から転落して死亡した事故につき，約 73 センチメート
ルの腰高は瑕疵とはいえないが，その窓から身を乗り出して洗濯物を干すこと






























































び安全配慮の向上を求めうるような方策（例として平成 27 年 4 月施行の行政
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